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市独自の運用基準を設定
住
基
ネ
ッ
ト
は
、
本
人
確
認
情
報

（
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
窪
性
別

の
４
情
報
と
住
民
票
コ
ー
ド
、
こ
れ

ら
の
変
更
情
報
）
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
し
て
、
全
国
共
通
で
本
人
確
認
を

可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
電
子

政
府
・
電
子
自
治
体
を
実
現
す
る
た

め
の
基
盤
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
ｎ
年
８
月
の
住
民
基
本
台
帳

法
の
改
正
で
導
入
が
決
定
き
れ
て
い

た
も
の
で
、
第
一
次
の
稼
働
が
今
年

８
月
５
日
か
ら
、
第
二
次
の
稼
働
は

喧
年
８
月
か
ら
の
予
定
で
す
（
Ｑ
＆

Ａ
の
６
参
照
）
。

鯉
噸
瀦
必
要
な
場
合
は
接
続
を
停

覗
塊

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
が
窪

８
月
５
日
に
稼
働
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

を
最
大
限
に
重
視
し
て
「
住
基
ネ
ッ
ト
管
理
運
用
規
程
」
と
「
緊

急
時
対
応
計
画
書
」
を
策
定
し
、
住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
に
独
自
の

基
準
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
た
め
、

希
望
者
に
は
住
民
票
コ
ー
ド
を
個
人
別
に
通
知
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
「
住
基
ネ
ッ
ト
Ｑ
＆
Ａ
」
と
あ
わ
せ
、
そ
の
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

市
で
は
、
「
我
孫
子
市
電
子
計
算

組
織
の
利
用
に
係
る
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
住
基

ネ
ッ
ト
を
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
に
障
害
や
不
正
行
為

が
発
生
し
た
と
き
は
、
「
緊
急
時
対

応
計
画
書
」
に
定
め
た
具
体
的
な
手

続
き
に
沿
っ
て
、
必
要
な
場
合
は
住

基
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
を
停
止
し
ま
す

（
Ｑ
＆
Ａ
の
３
参
照
）
。

国
に
提
供
す
る
本
人
確
認
情
報
は
、

法
律
で
定
め
ら
れ
た
用
途
（
ｍ
省
庁

配
事
業
）
以
外
に
利
用
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
Ｑ
＆

Ａ
の
１
参
照
）
。

こ
れ
ら
は
不
必
要
に
拡
大
し
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
が
、
今
後
法
律
が

改
正
さ
れ
拡
大
さ
れ
た
場
合
に
は
、

市
と
し
て
改
め
て
住
基
ネ
ッ
ト
へ
の

接
続
の
是
非
を
市
の
個
人
情
報
保
護

審
議
会
に
謝
り
ま
す
。

住
民
一
睾
コ
ー
峠
睾
雪
国
函
園
陶
閣
幽

市
で
は
、
市
民
に
対
し
、
住
民
異

動
届
（
転
入
時
）
な
ど
の
書
類
へ
の

住
民
票
コ
ー
ド
の
記
入
を
強
制
し
な

い
こ
と
に
し
ま
す
。

緊
急
時
の
詞
葹
謡
箇

用
途
拡
大
に
腱
慎
冨
囑
副
魎 ﾛ■■

皆
さ
ん
の
住
民
票
コ
ー
ド
（
無
作

為
の
ｎ
ケ
タ
の
番
号
）
は
、
８
月
下

旬
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

通
知
書
は
、
世
帯
単
位
で
作
成
す

る
予
定
で
す
が
、
希
望
す
る
方
に
は

個
人
別
に
作
成
し
て
郵
送
し
ま
す
。

個
人
通
知
の
申
し
込
み
来
所
、
電

話
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
、
「
個
人
別
の
通

知
を
希
望
」
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
を
明
示
し
、
８
月
型
日
（
水
）
午

住
民
票
コ
ー
ド
ほ

８
月
下
旬
に
通
知

住基ネットQ&A
Q1:国の行政機関などに提供される本人確認

情報は、どのような琴務に使われるのですか？

A:10省庁の93事業での利用が法律で定められ

ています｡恩給や児重扶養手当などの給付事務、

不動産鑑定士や建築士などの資格取得に関する

事務で､住所や生存の確認などに使われます。

Q2:ｾｷﾕﾘﾃｲ爽隙はどうなっていますか？

A:安全性の高い専用回線を使用し､通信デー

ﾀの暗号化や不正ｱｸｾｽ対策などにより、外

部からの不正侵入や情報の漏えいを防止します。

また、ICカードとバｽﾜー ドで端末機の操作

者を制限し､不審な操作パﾀー ﾝの監視や操作

者の履歴管理などの仕組みも整っています。

Q3:住基ネットで障害や不正行為が発生した

場合の対応策はどうなっていますか？

A:雨民課職員などで緊急寛隙班を設置し､県

や全国センターなどとの連絡体制を整備します。

障害が発生した場合は､障害の内容や期間､住

民サービスへの影響などを調査し､原因を究明

したうえで修復を行い､運用に支障がないこと

を確認したうえで再開します｡不正行為力廃見

された場合は､内容の調査分析を行い､防止策

を策定します。いずれも個人信開への脅威度が

大きいと市が判断した場合は､市条例に基づき

住墓ネットへの接続を停止する緊急措置をとり

ます｡その後､十分な対策が確立したと認めら

れるときは､個人情報保護審議会の審議を経て

運用を再開します。

Q4:住民票ｺー ド|擢痩できるのでしょうか？

A;本人の申し出により変更できますが､番号

の指定はできません｡番号が他人に知られたり

どこかで漏れたりして不安な場合は､変更の手

続きをお勧めします｡住民票ｺー ドの番号は、

変更しなければ住所や姓が変わってもずっと変

わりません。

Q5:住民票コードを民間会社などが利用する

ことはありますか？また､担当する職員から個

人情報が漏れることはないですか？

A:民間利用は禁止されています｡民間が‘契

約時に住民票ｺー ドの告知を求めたり、住民票

コードを記録した台帳を作ったりすると、県知

事が中止勧告命令を行い､従わないときには

罰則が課せられます。また､住墓ネットの担当

職員が守秘義務に違反した場合は､通常よりも

重い罰則（2年以下の懲役または100万円以下

の罰金)が課せられます。

Q6:市民生活へのメリットはあるのですか？

A:平成14年8月からは､各種の行政手続きで

住民票の提出が順次不要になります。15年8月

からは､次のサービスが始まります。

O住民基本台帳カード(住墓カード)の発行…

本人の申請により有料で発行します。ICカー

ドで､写真付きと写真なしがあり、写真付きの

カードは身分証明書としても活用できます。

◎住民票の広域交付･住墓カードがあれば､全

国の市区町村で住民票を取ることができます。

◎転入･転出の特例…他の市区町村に引っ越す

場合､住墓カードがあれば､転出証明書の交付

を受けることなく（届出書の郵送は必要)､転

入地での手続きで完了します。

●

後
５
時
（
ハ
ガ
キ
は
当
日
必
着
）
ま

で
に
〒
２
７
０
１
１
１
９
２
（
住
所

省
略
可
）
市
役
所
市
民
課
四
７
１
８

１
１
１
２
９
０
Ｅ
メ
ー
ル
量
ヨ
ヨ
。

。
ご
・
鱈
三
百
・
・
三
富
・
弓
へ
（
来
所
の

場
合
は
各
支
所
・
行
政
連
絡
所
も
可
）

※
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
内
容
を
確
認

の
う
え
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
個
人
別
の
通
知
を
希
望
き
れ
た
方

の
世
帯
は
、
全
員
が
個
人
別
で
の
通

知
と
な
り
ま
す
。

※
通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連

緒
く
だ
き
い
。

画
市
民
課
・
内
線
３
５
８

◆

~、〆

住
基
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
平
成
ｎ
年
８
月
に
、
国
会
で

３
年
以
内
の
導
入
が
決
定
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
個
人
情
報
保

護
法
が
い
ま
だ
制
定
き
れ
て
い
な

い
た
め
、
多
く
の
市
民
に
不
安
を

与
え
て
い
ま
す
。

全
国
市
長
会
で
は
７
月
嘔
日
、

国
に
対
し
て
個
人
情
報
保
護
に
関

す
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

早
期
に
適
切
な
個
人
情
報
保
護
法

が
制
定
さ
れ
る
よ
う
求
め
て
い
き

ま
す
。 プ

ラ
イ
、
ソ
ー
を
限
に

最
大
重
視

ノ
、

市
長
編
彪
州
捲

彦

I

ま
た
、
市
と
し
て
は
今
後
、
住

基
ネ
ッ
ト
の
個
人
情
報
保
護
に
重

大
な
欠
陥
が
発
見
さ
れ
た
り
、
市

民
の
個
人
情
報
が
不
正
に
引
き
出

さ
れ
る
恐
れ
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
我
孫
子
市
の
電
算
に
係
る
個

人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
市

独
自
の
判
断
で
住
基
ネ
ッ
ト
へ
の

接
続
を
停
止
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
行
政
の
手
続
き
で
住

民
票
コ
ー
ド
の
記
入
を
強
制
し
な

い
な
ど
、
可
能
な
限
り
市
民
の
意

志
を
尊
重
し
て
い
き
ま
す
。

●

’ ’I
ノ

安心とゆとりの健康福祉都市をめざして
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映
さ
せ
る
た
め
、
「
我
孫
子
市
情
報

Ｉ
△
宮
す
化
潅
譲
含
の
更
實
を
募

一

融
捌
獅
州
州
士
唾
集
し
ま
す
。

｜
剛
雌
乳
篭
溌
霊
一
℃

朧
剛
》
灘
勝
蕊
蕎
一

一
航
？
諦
委
ゞ
菫
圖
菫
蕩
」

ぁ
柵
祗
謹
菫
詮
龍

字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
一

市
で
は
、
今
年
度
中
に
「
情
報
化
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

推
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
９
月
２
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

こ
の
計
画
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
０
１
１
１
９
２
（
住
所
省
略
可
）
市

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
基
役
所
企
画
調
整
担
当
・
内
線
２
１
１
，

本
的
な
考
え
方
や
、
今
後
の
具
体
的
Ｅ
メ
ー
ル
ご
冒
冒
。
ａ
ご
一

な
事
業
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
号
房
。
．
。
言
冒
・
弓
へ
郵
送
、

に
策
定
す
る
も
の
で
す
。
メ
ー
ル
、
ま
た
は
持
参

計
画
墓
堅
牢
推
進
す
る
に
あ
た
※
応
募
き
れ
た
原
稿
は
公
表
・
返
却

っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
し
ま
せ
ん
。

|’ 駅
前
の
道
路
や
歩
道
に
放
置
き
れ

た
自
転
車
は
、
高
齢
者
や
身
体
の
不

自
由
な
方
の
通
行
を
妨
げ
る
ば
か
り

か
、
災
害
の
際
に
は
避
難
や
救
助
の

障
害
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

我
孫
子
駅
・
天
王
台
駅
周
辺
に
は
、

市
営
の
有
料
自
転
車
駐
車
場
が
あ
り
、

定
期
利
用
、
一
時
利
用
が
で
き
ま
す

の
で
、
道
路
や
歩
道
に
放
置
せ
ず
、

自
転
車
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
は
、
両
駅
周
辺
を
放
置
自
転
車

禁
止
区
域
に
指
定
し
、
放
置
自
転
車

の
撤
去
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

撤
去
し
た
自
転
車
・
バ
イ
ク
売

匪
以
工
は
、
放
邇
自
転
車
保
管
所

に
移
送
し
、
保
管
し
て
い
ま
す
。
撤

去
さ
れ
た
自
転
車
等
を
引
き
取
る
場

合
は
、
印
鑑
、
自
転
車
等
の
カ
ギ
、

』
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
し
ま
せ
ん
。

｜
一
し
農
地
違
反
転
用
現
地
調
査
を
す
る
農
業
委
員
中
止
や
原
状
回
復
固
農
業
委
員
会
・
内
線
３
６
３

‐
ｌ
１
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
０
Ｉ
’
１
０
１
１
１
’
１
０
１
■
Ｉ
ｕ
ｄ
ｐ
ｐ
■
ロ
０
０
コ
■
■
■
刀
■
■
■
・
’
－
１
‐
‐
‐
■
■
■
■
｝
■
■
■
一
■
画
画
■
■
■
■
■
■
■

７
月
四
日
、
我
孫
子
駅
北
口
の
都

自
転
車
の
放
置
は
や
め
ま
し
よ
う
一
彌
巨
に
讓
毒
＆
重
後

鯛
飢
蓬
達
霊

天
王
台
地
区
の
放
置
自
転
車
保
管
所
が
移
転
し
ま
し
た

こ
の
開
通
に
伴
い
、
道
路
愛
称
検

臨
岨
加
討
寶
菫
聯
奏
し
莪

恥
前
の
道
路
や
歩
道
に
放
置
き
れ
身
分
証
明
書
（
住
所
、
氏
名
が
確
認
い
菌
参
題
。

出
垣
荊
需
菫
り
」
と
篝
を

回
転
車
は
、
高
齢
者
や
身
体
の
不
で
き
る
も
の
）
、
移
送
保
管
料
（
自
画
交
通
整
備
課
・
内
線
３
３
０

画
な
方
の
通
行
を
妨
げ
る
ば
か
り
転
車
１
５
０
０
円
、
バ
イ
ク
２
０

画
】
獺
圃
臺
内
誓
２
畳

《
一
密
〉
〉
″
』
岬
川
一
』
酷
』
一
一
》
印
釉
印
、
帥
Ｆ
Ｉ
Ｉ
整
理
課
垂
７
１
８
７
１
１
１
７
１

災
害
の
際
に
は
避
難
や
救
助
の
０
０
巴
を
持
参
し
、
自
転
車
保

言
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
管
所
で
返
還
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

4

す

身
分
証
明
書
（
住
所
、
氏
名
が
確
認
い
菌
参
題
。

で
き
る
も
の
）
、
移
送
保
管
料
（
自
画
交
通
整
備
課
・
内
線
３
３
０

転
車
１
５
０
０
円
、
バ
イ
ク
２
０

０
０
巴
を
持
参
し
、
自
転
車
保

管
所
で
返
還
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
保
管
所

＊
我
孫
子
地
区
・
・
・
我
孫
子
北
放
置

自
転
車
保
管
所
（
我
孫
子
５
２
４

の
２
壷
７
１
８
６
１
０
６
５
３
）

う
し
ろ
だ

＊
天
王
台
地
区
…
後
田
放
置
自
転

車
保
管
所
（
柴
崎
８
６
７
の
１
壷

７
１
８
３
１
５
４
７
０
）

返
還
日
時
毎
週
水
曜
か
ら
土
曜

日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
天
王
台
地
区
の
放
渥
自
転
車
保

管
所
が
泉
か
ら
後
田
（
柴
崎
）
に

移
転
し
ま
し
た
。
ご
注
意
く
だ
さ

農
業
委
員
会
は
７
月
４
日
、
農
業

委
員
全
員
で
農
地
違
反
転
用
の
現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
写
墓
．

＝

悪
賀
な
違
反
へ
は
厳

農
業
委
員
会
が
違
反
転

今
回
は
、
過
去
に
是
正
勧
告
や
回

復
命
令
等
の
処
分
を
受
け
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
在
も
違
反
状
態
が
解

3

を
調
査
し
ま
し
た
。

農
地
転
用
（
農

地
を
農
地
以
外
の

土
地
利
用
を
す
る
）

を
許
可
を
受
け
ず

に
無
断
で
行
っ
た

場
合
や
、
転
用
許

可
に
係
る
事
業
計

画
ど
お
り
に
転
用

し
て
い
な
い
場
合

等
は
、
農
地
法
違

反
で
す
。
工
事
の

ま
の
農
地
を
中
心
に
、 ‘

し
い

用
現等

の
命
令
が
き
れ
る
場
合
が
あ
り
、

罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

あ
る
農
業
委
員
か
ら
は
、
「
是
正

勧
告
に
従
わ
な
い
悪
質
な
者
に
は
、

告
発
も
辞
さ
な
い
厳
し
い
姿
勢
で
臨

む
べ
き
」
と
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

麗
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
現
地
調

査
を
踏
ま
え
、
検
討
会
、
再
調
査
を

重
ね
、
違
反
し
て
い
る
農
地
が
原
状

回
復
さ
れ
る
よ
う
、
努
め
て
い
き
ま

す
。

ま
た
、
７
月
末
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
ス
ト
ッ
プ
農
地
違
反
転
用
」
を

全
農
家
に
配
布
。
地
域
の
農
地
を
守

る
の
は
農
家
一
人
ひ
と
り
の
責
任
で

あ
る
こ
と
を
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

｢我孫子駅北口通り」

姿
勢
瀞

孫子
取 手 －

I
‐‐‐‐＝

|-支援謙購電一
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な

利
用
制
度
「
支
援
費
制
度
」

来
年
４
月
か
ら
新
た
な
福
祉
サ

ー
ビ
ス
「
支
援
費
制
塵
が
始
ま

り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
利
用
者
で
あ
る

障
害
の
あ
る
方
が
、
自
ら
サ
ー
ビ

ス
提
供
事
業
者
を
自
由
に
選
択
し
、

契
約
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
、

行
政
が
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
決
め
る

「
措
置
制
度
」
か
ら
、
利
用
者
の

立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
に

変
わ
り
ま
す
。

b

障害者福祉サービス

支援費制度
来年4月スタート

’
支
援
蜜
制
度
の
し
く
み

ゞ
一
業
業
業
１

－
業
事
業
事
事
込

支
援
費
制
度
は
、
利
用
者
一
事
ス
業
事
ス
業
助
ホ

凝
議
蕊

介
サ
入
介
サ
入
生
ル

カ
し
て
奪
え
て
い
き
ま
す
。

支
援
識
制
度
で
の
サ
ー
ビ
居
↓
唾
〃
〃
罐
〃
〃
〃

ス
の
利
用
や
支
援
識
の
請
求
、
一
一
率
鋼

蓉
騨
灘
灘
灘
蕊
繍
駕
瀞
雛

対
象
に
な
る
サ
ー
ビ
ス

ビ
練
》
者
者
者
る

総
鰄
柵
罪
鰯
鮴
帯
癖
》
》
“
〃
》
〃
〃
鱸

劃
灘
蕊
鮭
蕊
煎
剥
鮴
罎
澗
》

分
け
ら
れ
ま
す
衾
１
）
。

補
装
具
の
交
付
や
日
常
生
活
用
具
に
利
用
者
負
担
額
を
支

の
給
付
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
説
明
会
の
開
催

で
支
援
費
制
度
の
対
象
外
で
す
。
現
在
、
障
害
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
手
続
き
を
利
用
し
て
い
る
方
を

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
は
、
援
蜜
制
度
の
説
明
会
を

市
の
窓
口
に
支
援
菱
の
支
給
申
請
を
す
雲
２
）
。

行
い
、
支
給
決
定
を
受
け
る
必
要
が
福
祉
団
体
に
加
入
さ

あ
り
ま
す
。
方
に
つ
い
て
は
、
団
体

決
定
さ
れ
る
と
受
給
者
証
が
交
付
明
を
行
い
ま
す
。
詳
し

さ
れ
、
受
給
者
証
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
つ
い
て
は
、
各
団
体
に

事
業
者
・
施
設
に
提
示
し
て
契
約
を
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た

結
び
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。
利
用
施
設
を
利
用
し
て
い
る

者
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
・
施
設
市
か
ら
直
接
日
程
等
を

我孫子市指鴬ゞ
（代理受領）

I 身体障害者居宅介謹等事業
〃デイサービス事業
〃短期入所事業

知的障害者居宅介護等事業
〃デイサービス事業
〃短期入所事業
〃地域生活援助事業

（グループホーム）

児童居宅介護等事業
〃デイサービス事業
〃短期入所事業

に
利
用
者
負
担
額
を
支
払
い
ま
す
。

説
明
会
の
開
催

現
在
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
方
を
対
象
に
支

援
蜜
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
〈
表
２
）
。

福
祉
団
体
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、
団
体
ご
と
に
説

明
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
に

つ
い
て
は
、
各
団
体
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に

施
設
を
利
用
し
て
い
る
方
に
は
、

市
か
ら
直
接
日
程
等
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

圖
福
祉
総
合
相
談
室
・
内
線
３

５
０
．
３
８
１
、
生
活
支
援
課
・

内
線
３
８
４
．
３
８
９

表2説明会日程

市民会館
』

障害児
瞬約側要ありません｡当日離捌しく燦い

L

一

．-柏

一一二

■■■■Ⅷ

i

開

8月28日(水）

8月29日(木）

8月30日栓）

日 時 間

いずれも

13：30

j

l6：00

会場

保健センター
ー一

雛ｽﾃーｼｮﾝﾎーﾙ
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我
孫
子
市
史
資
料

井
上
基
家
文
聿
日
を
刊
行
し
ま
し
た
一

市
史
編
ざ
ん
室
で
は
、
市
内
相
島

：

新
田
の
井
上
基
家
の
文
書
を
我
孫
子

市
史
資
料
と
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。

（
写
真
）

井
上
基
家
文
書
は
、
井
上
家
が
近

世
よ
り
代
々
伝
え
て
き
た
文
書
群
で
、

総
数
は
約
７
４
０
０
点
を
超
え
ま
す
。

井
上
家
は
代
々
「
佐
次
丘
荷
」
を
名

■
１

０

Ｊ

１

’

０

‐

１

Ｊ

■

０

１

‐

Ｉ

１

１

Ｉ

１

１

ｄ

１

ｊ

１

‐

’

０

Ｉ

市
民
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
、
出
演

す
る
手
作
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
あ

び
こ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
は
、
公

募
し
た
原
作
も
決
定
し
、
来
年
８
月

の
上
演
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

来
年
１
月
に
は
、
出
演
者
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
が
、
市
で
は

こ
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
先
立
ち
、

３
回
に
わ
た
り
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開

歌って歌ってシンギング
ー言

ﾐｭー ジｶﾙって楽しいな！

藩

巳一一一・

我
孫
子
砺
史
壷
料
ル
ー
離
鞭
文
伸

我
孫
子
論
雲
貫
料
井
上
基
家
文
癖

識
謬
舜
予
錦
顛
巽
資
料
井
上
基
家
文
賓

1

｢紺こ帳ﾐｭーｶﾙ｣に向けて細ﾜーｸｼﾖﾂﾌ

の
り
、
４
代
目
の
時
に
江
戸
か
ら
手

賀
沼
畔
に
移
り
、
新
田
開
発
に
着
手

し
ま
す
。
そ
の
志
は
脈
々
と
続
き
、

近
代
に
な
っ
て
つ
い
に
大
規
模
耕
地

の
開
発
に
成
功
し
ま
す
。

内
容
は
三
部
構
成
で
、
Ｉ
「
新
田

開
発
の
様
相
」
は
元
禄
巧
年
か
ら
文

化
皿
年
ま
で
の
村
織
唖
》
明
細
帳
中
心

催
し
ま
手
兆

第
１
弾
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
流
の

歌
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
に
参
加
し
た
い
と
考
え
て

い
る
方
も
、
た
だ
歌
う
こ
と
が
好
き

な
方
も
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
９
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
受

け
付
け
、
１
時
和
分
か
ら
４
時
釦
分

場
所
市
民
会
館

対
象
。
定
員
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
（
年
齢
、
経
験
等
は
問
い

ま
せ
ん
）
、
先
着
犯
人

参
加
費
無
料

講
師
窪
田
ま
や
ざ
ん
（
声
楽
家
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
僅

申
し
込
み
。
固
郵
送
、
持
参
、
Ｅ

メ
ー
ル
、
電
話
の
い
ず
れ
か
で
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
学

生
の
方
は
学
校
名
を
明
記
し
、
〒
２

７
０
１
１
１
６
６
我
孫
子
１
６
８
４

鑿
育
委
員
会
文
化
課
症
７
１
８
５
１

１
１
５
１
、
Ｅ
メ
ー
ル
冒
二
富
。

。
一
一
胃
・
塵
一
一
《
○
・
○
言
一
ご
鱒
・
一
つ
へ ■■■

、

我
孫
子
市
や
そ
の
周
辺
で
、
江
戸
．
か
ら
３
時
、
分
（
全
５
厘

一
し
ま
し
た
一
書
座
獅
蕊
鼈
蕊
蕊
繍
蓬
ん
重
化
墓

に
＃
手
：
‐
耐
雲
文
》
鑑
識
畳

定
員
先
着
お
人

ご
よ
う
ど
め

歴
史
や
古
文
書
に
興
味
を
お
持
ち
参
加
費
無
料

軽
醗
鵜
磁
古
嬬
藷
尭
か
。
￥
し
詮
圏
臺
譽
寶

名
月
受
日
時
９
月
５
日
か
ら
、
月
３
日
ま
会
市
史
編
さ
ん
室
云
７
１
８
５
１
‐

斗
泰
や
」
Ａ
ｕ

の
手
記
に
よ
る
「
真
菰
を
稲
に
」
は
、
で
の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１
時
犯
分
１
５
１

昭
和
に
手
が
け
た
耕
地
開
発
の
奮
闘

ぶ
り
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
１
１
１
等
学
校
）
…
幻
想
曲
（
シ
ョ
パ
ン
）

華
壼
に
篝
鬘
躯
ブ
ラ
ザ
“
菫
里
寶
臺
．

コ
ン
サ
ー
ト
罐
塁
這
飯

ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

つ
ロ

需
４
５
０
０
円
（
Ｂ
５
版
５
第

０
４
ペ
ー
ジ
）
ｒ
ｌ
ｌ
＊
飯
村
愛
さ
ん
東
京
音
楽
大
睾
ど

販
売
所
ブ
ッ
ク
イ
ン
ひ
ら
が
、
荒
市
民
の
皆
ざ
ん
に
気
軽
に
音
楽
に
と
と
き
を
お
埋
」
し
く
だ
さ
い
。
ア
ノ
科
）
：
バ
ラ
ー
ド
第
２
番
（
リ

井
書
店
、
開
明
堂
書
店
、
森
田
屋
書
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
「
プ
ラ
ザ
曰
時
８
月
型
旦
土
）
午
後
５
時
開
ス
ト
）
ほ
か

店
、
市
役
所
行
政
情
報
資
料
室
、
教
コ
ン
サ
ー
ト
」
。
演
定
貝
当
日
先
着
１
５
０
人

青
委
員
会
市
史
編
ざ
ん
室
今
回
は
、
現
役
音
楽
学
生
の
女
性
場
所
市
民
プ
ラ
ザ
入
場
料
無
料

固
教
育
委
員
会
市
史
編
ざ
ん
室
壷
一
ピ
ア
ー
ヌ
ト
３
人
に
よ
る
競
演
で
す
。
出
演
者
・
演
奏
曲
目
＊
棟
方
恵
美
固
教
育
委
員
会
文
化
課
垂
７
１
８

７
１
８
５
‐
１
１
１
５
１

若
さ
あ
ふ
れ
る
減
奏
で
、
楽
し
い
ひ
さ
ん
（
東
京
芸
術
大
学
附
属
音
楽
高
５
１
１
１
５
１

１
１
１
１
１
‐
ｌ

雛
」
含
富
参
袈
慧

夏
の
夜
に
は
映
画
を
ど
う
ぞ
‐
１
１
１
１
：

上
映
作
品
忍
た
ま
乱
太
郎
、
う
ち

ｌ

の
夕
マ
知
り
ま
せ
ん
か
、
ミ
ッ
キ
ー

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
新
し
い
フ
イ
ル
ム
マ
ウ
ス
の
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

挙
瓶
一
香
画
唖
画
一

※
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
．

ｉ
呆
嘉
産
ゞ
ゞ
鬘
”
術
簔
捧
一
”
轄
晴
鵠
篝
￥

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
嘔
な
お
、
妬
ミ
リ
映
写
機
を
操
作
す

し
、
３
０
７
本
の
暉
ミ
リ
フ
イ
ル
ム
講
習
修
了
証
が
必
要
で
す
。

噸
坐
朋
祁

郷
聯
織
楕
碑
岬

と
、
４
０
７
本
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
◎
新
着
垢
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
）
を
所
蔵
し
て
い
ま
ず
℃
＊
３
丁
目
の
タ
マ
～
猫
の
巣
城

こ
れ
ら
の
フ
イ
ル
ム
、
ビ
デ
オ
テ
＊
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
バ
ン
ド
コ
ン

ゞ
駕
騨

－
プ
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ト

ー
蕊
諦
耀
堪
で
映
画
会
を
闘
い
＊
忍
た
ま
乱
太
郎
の
消
防
隊

＊
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
物
語
～
空
を
と

ん
だ
ポ
ウ
ざ
ん

＊
グ
リ
ー
ン
バ

レ
ー
物
語
～
ポ

ウ
ざ
ん
の
カ
ヌ

画
藝
星
塞
貝

会
社
会
教
育
課

云
７
１
８
５
１

１
１
５
１

我
孫
子
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協

議
会
で
は
、
夏
休
み
親
子
映
画
会
を

行
い
ま
す
。

当
日
は
、
お
菓
子
や
花
火
な
ど
を

用
意
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
。

日
時
・
場
所
表
参
照

我孫子市青少年相談員連絡協議会主催

夏休み親子映画会
時

今
云日 ●

協議会。
縮蘋会蠅

8月24日(土）
10200～11930

湖北地区公民館ホール

8月25日（日）
19:00～20:30

布佐小学校体育館 布佐支部

8月30日（金）
19:00～20:30

布佐南小学校体育館 布佐支部

8月31日(土）
19goo～20:30

湖北台西小学校校庭
（雨天時は体育館）

湖北台支部

~、 一

[千葉県女性ｾ…君千葉県女I センター
子ども県民会議作文ｺｺｸ国ﾙの作品を募集

らしくが人生を変える

世紀の男の生き方～

自分

｢10年後の千葉県と私」 また、皆さんの作品すべてをタイムカ

プセルに入れて保管し、10年後の県民の

日である2012年6月15日に開きます。

対象県内の小学校4年生から中学生

テーマ10年後の千葉県と私

応募方法。固作文を400字詰め原稿用

紙(B4版、縦書き)2枚以内で書き、

裏に住所、氏名、年齢、性別、電話番号、

学校名、学年を明記し、9月13日（消

印有効）までに〒260-8667千葉市中央

区市場町1の1千葉県統計課「子ども県

民会議作文コンクール」係電043-223‐

2217へ郵送

※入賞者には、10月にお知らせします。

～21

経済が成熟し､価値観が多子育て論～実習…男請濤
へいそく

様化する中で、男性も閉塞感に入ろう！～男の料理教室
を感じている現代社会。今ま（入門編）～

での働き方や家庭でのあり方対象・定員県内在住在勤
を見つめ直し、自分らしい生の男性、30人（応募者多数の
き方について考える、男性の場合は抽選）

ための講座です。（参力0無料）申し込み。固電話または、

日時10月12日(土)午後2時ﾊガｷに講座名､住所､麓、
15分から6時30分電話番号を明記し、10月6日
場所県女性センター（消印有効）までに〒277‐

内容講義"･21世紀の男の生0882柏市柏の葉4の3の1県
き方～カウンセラーパパの女性センター恋7140-8602へ

まもなく人□が600万人を超える千葉

県は、これからもみんなが力を合わせて

ますます住みやすい、魅力のある県にな

っていくことが期待されています。

そこで、10年後どんな千葉県になっ

てほしいか、また、10年後の自分の夢

についての作文を、県内の小中学生の皆

さんから募集します。

すてきな作品を寄せていただいた方に

は、今年の秋に千葉市内で開催する「千

葉なの花子ども県民会議」で表彰すると

ともに、発表していただきます。
’

ノ

’
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日
８
月
零
日
（
日
）
、
時
～
喧
時

内
流
し
そ
う
め
ん
（
無
料
）
、
模

擬
店
、
日
舞
、
盆
踊
り
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ほ
か

所
・
問
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
壷

７
１
８
７
１
１
１
２
２

屯
■
■
四
』
Ⅱ
Ｉ
卜
．
句
、
。
α
口
一
一
Ｐ
１
０
、
『
０
Ｊ
酎
馴
Ｊ
ｉ
■
Ｕ
Ｕ
‐
‐
口

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。
内
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
体
力
測
定
、
生
と
卒
業
生
の
皆
ざ
ん

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。
介
護
用
品
の
展
示
、
高
齢
者
体
験
、
萱
２
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下

市
役
所
：
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
垂
７
１
８
５
１
１
１
１
１
減
塩
食
の
味
く
ら
べ
、
保
健
・
福
５
０
０
巴

で
か
け
て
蕊
鍾
篭
会
篝
祉
介
薑
墓
誌
蕊
作
間
湯
川
亨
ｓ
３
Ｉ
０
…

業
所
の
小
物
販
売
茨
城
県
自
然
博
物
館
企
画
展

時
を
超
え
る
生
き
物
た
ち

み
ま
せ
ん
か
第
７
回
民
謡
連
合
会
大
会
》
獺
台
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
園
９
月
宣
旦
ま
で

輪
佐
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
日
・
所
８
月
奉
日
（
日
浦
時
開
演
、
盆
７
１
８
８
１
１
４
１
０
（
月
・
水
．
所
茨
城
県
自
然
博
物
館
（
岩
井
市

吟
マ
〃
１
ロ
レ
ン
派
ク
エ
ス
テ
イ
バ
ル
湖
北
地
区
公
民
館
（
入
場
無
料
）
金
の
９
時
～
妬
時
）
大
崎
７
０
０
）

日
８
月
お
貝
日
浦
時
～
喧
時
問
岡
田
垂
７
１
８
２
１
５
４
３
８
国
際
音
楽
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
内
○
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
の
は
く
製
標

内
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
ス
ト
ラ
イ
ク
結
純
子
！
一
人
芝
居
で
ょ
参
ら
臭
う
’
三
呑
Ｉ
卜
」
本
や
液
浸
標
本
、
ざ
わ
れ
る
ウ
ロ
コ

パ
ネ
ル
、
ポ
プ
リ
作
り
、
粘
土
細
工
、
「
地
面
の
底
が
抜
け
た
九
毒
す
」
．
日
、
月
６
旦
日
面
時
開
演
の
展
示
○
実
物
生
体
と
化
石
標
本

綿
あ
め
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
ビ
ン
ゴ
曰
８
月
ロ
日
（
土
）
嘔
時
開
演
所
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
の
比
較
展
示
（
オ
ウ
ム
ガ
イ
、
ウ
ミ

大
会
ほ
か
所
湖
北
地
区
公
民
館
内
若
手
ト
リ
オ
に
よ
る
津
軽
三
味
ユ
リ
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
、
イ
チ
ョ
ウ
、

所
・
問
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
壷
内
あ
る
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
生
涯
線
と
尺
八
の
演
奏
メ
タ
セ
コ
イ
ア
な
ど
）
○
メ
タ
セ

７
１
８
９
１
３
７
４
０
を
い
き
い
き
と
再
現
し
た
一
人
芝
居
対
４
５
０
人
コ
イ
ア
の
巨
木
百
本
最
大
趣
を

日
。
所
８
月
聖
日
（
土
）
暉
時
～
麺
学
生
～
高
校
生
８
０
０
円
（
当
日
券

時
（
雨
天
の
場
合
は
奉
且
、
天
王
は
各
１
５
０
０
円
、
１
０
０
０
巴

台
駅
北
口
（
旭
土
地
不
動
産
～
ピ
ッ
※
幼
児
は
無
料

グ
Ａ
手
前
）
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
荒
井
書
店
、
ブ

お
み
こ
し

内
御
神
輿
、
子
ど
も
み
こ
し
、
花
ツ
ク
ス
こ
ほ
く

自
動
車
、
演
芸
、
模
擬
店
、
盆
踊
り
、
問
上
映
実
行
委
員
・
加
藤
霊
７
１

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
パ
レ
ー
ド
他
８
９
－
１
７
８
１
宿
時
以
睦

日
…
日
時
、
所
：
．
場
所
、
内
…
内
容
、
種
：
種
目
、
出
…

日
８
月
お
日
（
旦
加
時
～
妬
時

内
演
奏
、
手
品
シ
ョ
ー
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
流
し
そ
う
め
ん
、
す
い
か

割
り
、
ス
ー
バ
ー
ポ
ー
ル
す
く
い
、

水
ヨ
ー
ヨ
ー
、
綿
あ
め
ほ
か

所
。
問
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

壷
７
１
８
２
１
９
９
８
８

湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

湖
北
台
夏
祭
り
Ｉ

天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

夏
ま
つ
り
Ｉ
‐

天
王
台
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り

１
１
１
１

U

を
い
き
い
き
と
再
現
し
た
一
人
芝
居
対
４
５
０
人
コ
イ
ア
の
巨
木
（
日
本
最
大
級
）
を

費
１
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）
萱
１
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）
展
示
室
に
再
現

問
湖
東
垂
７
１
３
９
１
２
２
５
３
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
賢
７
２
０
円
（
小
・
中
学
生
１
４

日
・
所
８
月
嘔
日
（
金
）
～
焔
日

（
日
而
時
弧
分
～
肥
時
、
ア
ビ
イ
ホ

ー
ル
（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
－
３
階
）

費
無
料

間
ア
ビ
イ
ク
オ
ー
レ
垂
７
１
８
２

１
１
３
５
１

②
鐸
③
”
時
（
約
雰
上
映
）
費
‐
０
０
０
円
（
小
中
学
生
ｓ
み
ま
せ
ん
か

日
８
月
訓
旦
土
）
①
ｍ
時
如
分
ウ
ス
見
学
ほ
か

所
市
民
会
館
０
０
円
）
、
後
援
会
会
員
は
無
料
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
遊
ぼ
う

内
少
女
の
目
を
通
し
て
見
た
戦
争
問
柏
レ
イ
ソ
ル
広
報
部
垂
７
１
６

と
そ
の
苦
悩
。
平
和
と
命
の
尊
さ
、
２
１
２
２
０
２

日
８
月
型
日
（
土
）
９
時
犯
分
～
皿

げ
た

生
き
る
勇
気
茜
問
い
か
け
る
作
品
※
ハ
イ
ヒ
ー
ル
、
下
駄
、
革
靴
、
ベ
時
”
分

賓
前
売
り
券
．
：
１
２
０
０
円
、
小
ビ
ー
カ
ー
で
の
ピ
ッ
チ
へ
の
入
場
は
所
湖
北
地
区
公
民
館

学
生
～
高
校
生
８
０
０
円
雪
日
券
で
き
ま
せ
ん
内
身
近
な
材
拶
筵
使
っ
て
楽
し
く

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
荒
井
書
店
、
ブ
曰
８
月
聖
日
王
嵐
時
開
演
謹
者
の
参
加
も
豆

ツ
ク
ス
こ
ほ
く

所
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
饗
２
０
０
円
（
材
料
代
）

問
上
映
実
行
委
員
・
加
藤
霊
７
１
内
牧
神
の
午
後
へ
の
前
奏
曲
（
ド
持
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
、
木
工
用
ポ

８
９
－
１
７
８
１
宿
時
以
睦
ビ
ュ
ッ
シ
ー
）
、
忠
実
な
羊
飼
い
ン
ド
、
ハ
サ
ミ
、
筆
記
用
具

内
…
内
容
、
種
…
種
目
、
出
…
出
席
者
・
出
演
者
な
ど
、
対
・
・
・
対
象
・
定
員
、
持
：
持
参
、
輩
；
菱
用
、
申

長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

『
え
つ
ち
ゃ
ん
の
せ
ん
そ
う
」

夏
休
み
特
別
イ
ベ
ン
ト

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
美
術
館

日
・
所
９
月
１
日
（
且
、
時
犯
分

～
喧
時
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
体
力
測
定
、

介
護
用
品
の
展
示
、
高
齢
者
体
験
、

減
塩
食
の
味
く
ら
べ
、
保
健
・
福

祉
・
介
護
に
関
す
る
相
談
、
福
祉
作

業
所
の
小
物
販
売

費
無
料

間
湖
北
台
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

盆
７
１
８
８
１
１
４
１
０
（
月
・
水
・

金
の
９
時
～
妬
時
）

国
際
音
楽
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
じ
よ
ん
か
ら
３
（
ス
リ
ー
）
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
、
月
６
旦
日
面
時
開
演

所
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

内
若
手
ト
リ
オ
に
よ
る
津
軽
三
味

線
と
尺
八
の
演
奏

対
４
５
０
人

萱
１
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

問
ざ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
事

業
課
垂
７
１
４
０
１
８
６
１
５

柏
レ
イ
ソ
ル
フ
ア
ン
感
謝
イ
ベ
ン
ト

夏
祭
り
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

曰
・
所
８
月
昭
日
（
日
）
妬
時
～
唱

時
犯
分
、
日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場
（
小

雨
実
施
）

内
選
手
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
抽
選
会
、

ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
チ
ヤ
レ
ン
ジ
、
フ
リ

ー
キ
ッ
ク
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
ク
ラ
ブ
ハ

第
４
回
湖
北
台
健
康
ま
つ
り
一

牧
神
の
午
後

第
梱
回
記
念
コ
シ
サ
ー
ト

０
円
、
高
・
大
学
生
４
４
０
円
）

※
毎
週
土
曜
日
は
、
小
・
中
・
高
校

生
は
入
館
無
料
（
夏
休
期
間
中
み
を

除
く
）

※
函
歳
以
上
の
方
、
障
害
者
手
帳
持

参
の
方
は
入
館
無
料

間
茨
城
県
自
然
博
物
館
壷
０
２
９

７
１
禿
１
２
０
０
０

（
ビ
バ
ル
デ
イ
）
、
パ
ン
の
笛
（
ム
ー

ケ
）
ほ
か

出
元
塞
皐
都
泰
響
楽
団
首
席
フ
ル

ー
ト
奏
者
・
湯
川
和
雄
さ
ん
、
音
大

生
と
卒
業
生
の
皆
ざ
ん

費
２
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下

５
０
０
円
）

問
湯
川
壷
７
１
８
３
‐
１
０
４
４
４

遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
を
作
る

対
小
・
中
学
生
、
先
着
邦
人
（
保

参
加
し
て

対
市
内
の
商
工
業
者
と
従
業
員
、

各
コ
ー
ス
先
着
、
人

日
。
所
９
月
詔
日
（
士
逼
時
～
樫
対
先
着
１
８
０
人

一

時
加
分
、
川
村
学
園
女
子
大
学
蓑
無
料

内
蓮
命
の
産
と
安
の
運
金
問
柏
市
自
衛
隊
父
兄
会
・
佐
藤
壷

～
イ
ギ
リ
ス
四
世
紀
絵
画
の
な
か
の
７
１
３
９
１
４
９
３
５

申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
で
す
）
、
問
…
問
い
合
わ
せ
、

申
喪
用
・
日
程
な
ど
詳
し
く
は
電
日
。
所
８
月
型
日
主
遍
時
釦
分

話
で
商
工
会
壷
７
１
８
２
１
３
１
３
～
喧
時
、
柏
中
央
公
民
館

１

内
「
地
域
の
発
展
は
道
徳
教
育
の

川
塁
文
学
嘉
薑
舂
一
蕊
融
蕊
緊
山
塞
ん

日
。
所
９
月
～
皿
月
超
時
～
、
時
、
校
３
年
生
以
上
は
子
ど
も
だ
け
で
も

中
央
学
院
大
学
（
１
コ
ー
ス
全
８
厘
参
加
亘

内
初
心
者
、
ワ
ー
プ
ロ
－
．
２
、
費
無
料

表
計
算
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
会
計
処
申
電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会
壷
７

理
６
コ
ー
ス
－
８
４
１
１
５
３
９

日
・
所
、
月
、
日
～
来
年
２
月
喧

日
の
木
曜
日
、
時
和
分
～
哩
時
“
分

（
全
お
回
）
、
中
央
学
院
大
学

内
簿
記
の
初
歩
～
３
級
検
定
試
験

合
格
程
度

対
市
内
の
中
小
企
業
の
経
営
者
と

従
業
員
、
先
着
和
人

費
２
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
電
話
で
商
工
観
光
課
・
内
線
５

０
４

日
９
月
４
日
（
水
）
．
ｎ
日
（
水
）
い

ず
れ
も
、
時
～
唖
時

所
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
ひ

内
身
体
麻
癖
、
失
語
症
、
難
病
の

方
に
対
す
る
介
助
法
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験

対
先
着
加
入

費
６
６
０
円
（
昼
食
代
）

※
湖
北
駅
北
口
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス

を
運
行
（
９
時
釦
分
発
）

申
電
話
で
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
壷
７
１
８
８
１
０
１
４
１

申
電
話
で
我
孫
子
地
区
公
民
館
壷

７
１
８
２
１
０
５
１
１

壷
エ
華
署
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
譲
塵

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座

簿
記
講
座

１
１
１

日
・
所
８
月
嘔
日
（
日
浦
時
～
加

時
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
第
１

団
高
野
山
野
営
場
（
小
雨
実
施
）

対
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
（
小
学

日
・
所
９
月
６
日
釜
）
〈
以
降
毎

月
第
１
ゞ
３
金
曜
日
〉
四
時
～
抑
時

輻
分
、
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
初
心
者
（
最
初
の
一
歩
か
ら
）

費
月
額
５
０
０
円

主
布
佐
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

〈
云申

布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
垂
７
１

８
９
１
３
７
４
０

社
交
ダ
ン
多
言
楽
し
み
ま
し
ま
つ

女
性
～
識
師
…
若
桑
み
ど
り
さ
ん

（
同
大
学
人
間
文
化
学
部
生
活
環
境

学
科
教
授
）

申
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー

ル
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
９
月
畔
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
１
１
１
３
８
下
ヶ
戸
１
１

３
３
川
村
学
園
女
子
大
学
英
語
英
文

学
科
内
川
村
英
文
学
会
事
務
局
垂
皿

７
１
８
３
１
７
２
１
２
、
Ｅ
メ
ー
ル

言
８
．
．
肩
乏
亭
胃
・
弓

※
当
日
は
、
天
王
台
駅
か
ら
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
１
１
１
１
Ｉ

親
子
野
外
教
室
一

－
’
’
’
一

東
葛
教
育
講
演
会

１
１
１

|わらび座ﾐｭージｶﾙ国際交 流 弁 論 大会主
：
．
主
催
、
共
催

出場者を募集

日時9月29日(日)午後1時

場所耐混ブラザ

テーマ国際支流に関すること

(留学体嚴､国際交流体駄市の

国際交流勘への提案など）

※発表は日本語か英語で、1人5分以内｡参加者に副賞あり。
対象市内在住在学･在勤の方(国籍は問いません）
申し込みハガキかファクスかEメールに住所､氏名、電話番号を明記

し、9月1旧（必着）までに〒270-1166我孫子142の1国際交流協会

(AIRA)事務局冠7183-1231m7183-2005、Eメールaira@lcom
homene.lp

山神標のおくりもの

I
～マタギの里から～

日時10月6日(日)午後2時開演

場所市民会館

内容O志茂田景樹トークショー『人生楽し

く暮らそうよ』～こころを忘れた日本人～

Oミュージカル「山神様のおくりもの」

入場料A指定席3000円、B自由席2500円

(B自由席のみ高校生以下1500円）

※B自由席10枚以上は1割引き(教育委員会

文化課で取り扱い）

入場券斯売所ブツクインひらが､市民会館

内売店ひろがり、荒井書店、ミリオン楽器我

孫子店､東京事務器､写真のおちあい､デイ

リーヤマザキつくしの店､柏高島屋友の会、

取手とうきゅう

間教育委員会文化課冠7185-1151

１
１
１
」
〃
″
１
，
０
，
Ⅷ

－

１
１

｜
’

、 ノ



ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１

第1075号お び 二(5)2002.8.16

ぼ
し
ゅ
う

日
。
所
９
月
必
日
（
土
）
〈
以
降
毎

週
土
曜
日
〉
９
時
犯
分
～
ｎ
時
犯
分
、

布
佐
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

対
先
着
軍
人

費
１
万
１
０
０
０
円
（
全
喝
回
分
）

申
電
話
で
佐
藤
壷
７
１
８
２
１
７

３
４
７’

マ
マ
さ
ん
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員

■
■
■
１
１
．
？
ｈ
０
０
‐
Ｉ

日
・
所
毎
週
火
．
金
曜
日
、
時
～

廻
時
、
柏
市
民
体
育
館
ほ
か

対
バ
ス
ケ
ッ
ト
経
験
者
で
既
婚
の

女
性

費
月
額
１
５
０
０
円

申
電
話
で
金
曜
ク
ラ
ブ
・
工
藤
壷

７
１
８
５
１
２
４
８
４

英
会
話
サ
ー
ク
ル
（
中
級
）
会
員

日
。
所
毎
月
第
１
土
曜
日
喝
時
～

巧
時
と
毎
月
第
１
水
曜
日
、
時
～
廻

時
、
ア
ビ
ス
タ
ほ
か

内
ガ
ラ
ス
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
（
ト

ン
ボ
玉
）
や
小
動
物
作
り

蜜
１
回
２
５
０
０
円

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
矢
吹
云
國

７
１
８
２
１
４
１
９
２

ガ
ラ
ス
細
工
づ
く
り
会
員

（
台
田
。
１
歳
４
カ
月
）

は
り
が
や
さ
き

張
ヶ
谷
咲
希
ち
ゃ
ん

グリ
ド

、劃〆

日
・
所
毎
週
木
曜
日
嘔
時
釦
分
～

加
時
、
ア
ビ
ス
タ

対
初
心
者
、
先
着
犯
人
程
度

震
月
額
３
０
０
０
円
、
入
会
金
１

０
０
０
円

持
ダ
ン
ス
シ
ユ
ー
ズ

申
電
話
で
納
見
壷
７
１
３
２
１
０

７
４
２

社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所
毎
週
日
曜
日
唱
時
～
四
時
、

商
工
会
議
所

対
初
心
者
、
初
級
者

費
月
額
２
０
０
０
円
、
入
会
金
２

０
０
０
円

持
あ
れ
ば
ダ
ン
ス
シ
ユ
ー
ズ

申
電
話
で
木
村
壷
７
１
８
２
１
３

３
７
１
か
直
接
会
場
へ

「
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
エ
茎
テ
イ
バ
ル

日
哩
月
８
日
（
日
）

所
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
ブ
ラ
ザ

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
情
報
コ
ー

ナ
ー
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
体
験
活
動

コ
ー
ナ
ー
、
団
体
の
発
表
会
な
ど

※
当
日
、
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
と
団
体
も
あ
わ
せ
て
募
集
し

ま
す

対
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
個
人
、
団
体
（
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
会
員

ｍ
県
民
プ
ラ
ザ
」
参
加
者
。

ち
い
ぐ
ま
け
ん
と

井
熊
健
斗
ち
ゃ
ん

（
根
戸
。
１
歳
３
カ
月
）

参
加
団
体

含
む
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

ま
た
は
団
体
名
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
９
月
幻
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

２
７
７
１
０
８
８
２
柏
市
柏
の
葉
４

の
３
の
１
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ

ザ
普
及
課
垂
７
１
４
０
１
８
６
１
４

都
市
計
画
篝
の
規
定
に
よ
る
縦
童

縦
覧
期
間
８
月
加
日
（
火
）
～
９
月

３
日
（
火
）
９
時
～
刀
時
（
市
役
所
閉

庁
日
を
除
く
）

内
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
の
縦
覧

縦
覧
場
所
。
問
都
市
計
画
課
・
内

線
５
７
４
（
市
役
所
東
別
館
１
階
）

Ｏ

胴
織
嘩
州
州
州
洲
岬
識

、
用

と
利

ま
期
る
ご

》
》
一
睡
錐
》
干

す
ひ

海
上
保
安
大
学
校
学
生

日
８
月
幻
日
（
火
活
時

所
水
道
局
４
階
会
議
室

間
教
育
委
員
会
総
務
課
壷
７
１
８

５
１
１
１
５
１

対
昭
和
釘
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
高
卒
ま
た
は
来
年
卒
業
見
込
み

の
方
な
ど
、
輻
人

教
育
期
間
本
科
４
年
と
専
攻
科

（
遠
洋
航
海
実
習
等
）
６
カ
月

受
付
期
間
８
月
聖
日
（
木
）
～
９
月

、
日
（
火
）

学
校
所
在
地
広
島
県
呉
市

間
千
葉
ロ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
課

垂
０
４
３
１
２
４
８
１
９
７
３
１

お
し
ら
せ

定
例
教
育
委
員
会

納期限
|口座儲日｝

項 目

｜

’

凸

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
の
疑
問
に
、
専
門
の
医
師
が
個

別
に
お
答
え
し
ま
す
。
（
謎
用
無
料
）

日
・
所
８
月
空
日
（
木
）
喝
時
犯
分

～
超
時
心
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
室
（
市
役
所
西
別
館
３
瞳

申
電
話
で
介
護
支
援
諜
垂
７
１
８

６
１
１
４
１
１
（
予
約
制
）

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
が
改
正

消
費
者
保
護
を
強
化

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い

る
野
菜
、
食
肉
、
魚
な
ど
の
生
鮮
食

料
品
、
米
お
よ
び
加
工
食
品
に
は
名

称
や
原
産
地
な
ど
を
表
示
す
る
こ
と

が
、
農
林
物
資
の
規
格
化
お
よ
び
品

質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
）
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
○

こ
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
が
、
７
月
４
日
か

ら
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
内
容

◎
消
費
者
へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
を

図
る
た
め
、
改
善
指
示
を
受
け
た
違

反
者
に
は
、
原
則
、
違
反
者
名
な
ど

を
公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
個
人
で
は
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
法
人

で
は
１
億
円
以
下
の
罰
金
と
、
罰
則

を
強
化
し
ま
し
た
。

問
県
庁
農
林
振
興
課
云
０
４
３
１

２
２
３
１
３
０
８
２

通
り
魔
殺
人
な
ど
の
故
意
の
犯
罪

行
為
に
よ
り
、
不
慮
の
死
を
遂
げ
た

被
害
者
の
遺
族
ま
た
は
身
体
に
障
害

を
負
わ
さ
れ
た
被
害
者
な
ど
に
対
し

て
、
社
会
の
連
帯
共
助
の
糖
神
に
基

ご痢周＜綱,､言 痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

犯
罪
被
害
給
付
制
度

|夛襄多至難’
ファクスガイド
ファクスイ罫蛎

|ITEL7183-6000

づ
き
、
国
が
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金

を
支
給
し
、
そ
の
精
神
的
、
経
済
的

打
撃
の
緩
和
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

問
我
孫
子
警
察
署
壷
７
１
８
２
１

０
１
１
０

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

試
験
日
・
所
ｎ
月
５
日
（
火
）
、
千

葉
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市

美
浜
区
若
葉
２
の
旦

科
目
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

外
国
語
（
英
語
）

願
書
受
付
期
限
９
月
２
日

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
千
葉
県

教
育
庁
指
導
課
査
０
４
３
１
２
２
３

１
４
０
５
９
へ

日
・
所
９
月
卿
日
（
土
）
廻
時
～
晦

時
、
勝
浦
市
中
央
公
民
館

内
○
補
装
具
展
示
相
談
○
講
演

会
「
排
便
障
害
と
排
尿
障
聿
巳
講
師

：
・
丸
岡
正
幸
さ
ん
（
千
葉
県
が
ん
セ

ン
タ
ー
泌
尿
器
科
部
長
）
○
講
演

会
「
各
種
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
と
意
見
交

避
講
師
…
井
上
美
幸
さ
ん
（
千
葉

県
が
ん
セ
ン
タ
ー
看
護
副
師
長
）

対
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の

家
族
お
よ
び
医
療
関
係
者

費
無
料

問
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千
葉
県

支
部
壷
０
４
７
１
４
５
２
１
６
４
３

３
（
月
・
火
・
金
曜
日
に
限
る
）

建
設
現
場
で
働
く
方
に

「
建
退
共
制
度
」
を
お
す
す
め
し
ま
す

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
建

設
現
場
で
働
く
方
の
た
め
に
「
中
小

企
業
退
職
金
共
済
法
」
に
よ
り
国
が

作
っ
た
退
峨
金
制
度
で
す
。

事
業
主
が
、
現
場
で
働
く
方
の
共

済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

け
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
張
り
、
そ

の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
、
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業

社
会
適
応
訓
練
講
習
会

オ
ス
ト
メ
イ
ト

（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
・
千
葉

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

（
千
葉
駅
北
口
大
宗
北
口
ビ
ル
７
階
）

で
は
、
自
賠
責
保
険
や
自
動
車
保
険

の
内
容
、
保
険
金
請
求
手
続
き
な
ど
、

専
門
の
相
談
員
や
弁
護
士
に
よ
る
交

通
事
故
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
電
話
で
の
相
談
も
可

所
。
問
同
セ
ン
タ
ー
壷
０
４
３
１

２
８
４
１
７
９
５
５

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
・
所
８
月
訓
日
（
土
）
画
時
～
暉

時
、
船
橋
中
央
公
民
館
賓
用
鉦
避

相
談
員
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務

士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ほ
か

問
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
垂
０
４

３
１
２
２
５
１
４
５
６
７

通
信
教
育
を
実
施
し
て
い
る
大
学
・

短
大
で
は
、
秋
期
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

日
・
所
８
月
訓
旦
土
遍
時
～
画

時
、
新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
知
階
（
新
宿

駅
西
口
徒
歩
約
３
分
）
〈
参
加
無
料
〉

参
加
枝
法
政
大
学
、
中
央
大
学
、

日
本
女
子
大
学
、
日
本
大
学
、
玉
川

大
学
、
近
畿
大
学
、
東
洋
大
学
、
明

星
大
学
、
大
阪
芸
術
大
学
、
京
都
造

形
芸
術
大
学
、
日
本
福
祉
大
学
、
東

北
福
祉
大
学
、
北
海
道
情
報
大
学
、

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
な
ど
幻
校

内
講
義
内
容
、
学
習
方
法
、
受
講

手
続
き
な
ど

問
（
財
）
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

蚕
０
３
１
３
８
１
８
１
３
８
７
０

界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

問
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
建
退

共
千
葉
支
部
壷
０
４
３
１
２
４
６
１

７
３
７
９

交
通
事
故
無
料
相
談

Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

労
災
職
業
病
何
で
も
相
談
会

大
学
通
信
教
育
合
同
説
明
会

／ －、

牛乳お料理コンクール
声宮づくりの標謹春募集

オリジナル料理を募集

牛乳やバター､生クリームなどを使ったオリジナル料理を募集
しています。

応募資格県内在住で高校生以上の方(調理師の方は除く）

※応募は1世帯1人に限り（応募点数は1人何点でも可）

※応募者全員に乳製品ギフト券を進呈

選考方法書類選考後、10月10日(祝)に実演審査を実施

応募方法封書またはファクスに料理名､材料名、4人分の分量‘

柿贈(2400円以内)、作り方､所要時間､郵便番号､住所､氏

名､性別､年齢､職業､電話番号を明記し、9月10日(消印有効）

までに〒260-0014千葉市中央区本千葉町13の1本千葉ビﾙ千葉

県牛乳普瞳協会恋043-22判839剛043-22“823へ

災害に強く、みんなが安全安

心に暮らせるまちづくりを進める

ための｢合い言葉｣を募集してい

ます。

部門一般の部､児童･生徒の部

（中学生以下）

|董篭巽：
…各部門1点､入選…各部門若干

（それぞれ賞状と副賞を贈呈。15
、

年6月に表彰の予定）

応募期限12月3旧（消印有効）

応募方法・間ﾊガｷに住所､氏

名･電話番号､年齢､性別､職業

(学校名･学年)、応募部門と作品

(未発表のもの)を明記し､〒102‐

0094千代田区紀尾井町3の32

(財)都市計画協会内まちづくり

月間実行委員会標語募集係aO3-

3262-3491へ

※1人何点でも応募できますが、

ハガキ1枚につき作品は1点限り。
※児童･生徒の部は､学校で同形
状の用紙を使用し、まとめて応募
も可。

※応募作品の著作権は応募者に帰
属しますが､主催者は受賞作品を
次年度以降の｢まちづくり月間｣の
ボｽﾀー等に活用できるものとし
ます。

※応募ﾁﾗｼは､市都市計画課の
窓口に置いてあります。’

●

’

’
－ノ

－

テレホンガイド
声の便利帳

『EL71髄-5伽0
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。
卓
Ｉ
髄
１
，
‐
１
１
１
１
．
｜
引
受
～

ひ
ろ
菫
☆
｜
謡

万

そ
轆
慈
灘
鯉
■

１

函

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
で
一

市
あ
ゆ
み
の
郷
公
社
で
は
、
手
賀
か
け
く
だ
さ
い
。

霊
堯
と
に
雲
臺
崇
警
寶
雲
茎
一
鰯

た
め
、
土
地
所
有
者
と
共
同
で
、
約
い
ラ
イ
ン
沿
巴

５
０
０
０
㎡
の
土
地
に
ひ
ま
わ
り
を
観
賞
時
間
午
後
６
時
ま
で

栽
培
し
ま
し
た
。

圖
市
あ
ゆ
み
の
郷
公
社
云
７
１
８
一
一

ら
脇
總
瀦
鮮
纈
蝿
坤
堺
糾
黙
卿
迩
鮭
覗
毯
耐
ざ

◎
初
回
の
チ
ャ
ン
ス
い
か
せ
ず

第
酔
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大

会
千
葉
大
会
決
勝
戦
が
、
７
月
配
日

に
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
、

一
睡

Ｆ
１
」

一
一
侭

1万5．0．本の中
央
学
院
高
等
学
校
が
準
優
勝

息齢 八 次
は
勝
っ
て
甲
子
園
へ

画室わり
．

一

そろそろ見ごろ
あ
び ー．~厩

1中
央
学
院
高
校
が
拓
大
紅
陵
高
校
と

対
戦
し
０
対
４
で
敗
れ
準
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
快
晴
で
、
試
合
開
始
の

午
後
１
時
に
は
、
応
援
者
の
額
か
ら

汗
が
こ
ぼ
れ
落
ち
る
ほ
ど
で
し
た
。

試
合
は
、
中
央
学
院
高
校
が
初
回

に
ラ
ン
ナ
ー
１
．
２
塁
と
先
制
点
の

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
ま
し
た
が
、

お
し
く
も
得
点
に
は
つ
な
が
り
ま
せ

ん
で
し
た
（
写
真
上
）
。

エ
ー
ス
池
田
君
は
、
皿
三
振
を
奪

う
力
投
を
見
せ
ま
し
た
が
、
要
所
で

拓
大
紅
陵
打
線
に
捕
ま
り
４
点
を
奪

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

’
↓
↑

あ
れ

I
~

一
。
◎
猛
暑
の
な
か
必
死
の
応
援

惣
回
三
塁
側
の
中
央
学
院
応
援
席
で
は
、
｜

］
お
チ
ア
ガ
ー
ル
や
野
球
部
員
、
お
そ
る
一

径
が
、
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た
生
徒
、
卒
業
一

エ
せ
生
、
保
護
者
た
ち
が
声
を
か
ら
し
て
一

応
援
し
て
い
ま
し
た
。

莚
奪
女
性
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
は
、
卒
業
一
一

切
で
生
も
加
わ
り
総
勢
知
名
。
猛
暑
の
な
一
一

延
奪
か
必
死
の
演
奏
で
応
援
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
く
写
真
右
）
。

同 ー一二一

一
一
第
４
回
花
の
広
場
一

＝ニーー －

今
回
は
、
「
し
ろ
」
か
ら
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
花
で
頂
け
ば
な
」
を
行

い
ま
す
。

日
時
・
場
所
９
月
７
日
（
土
）
ｍ
時

犯
分
～
皿
時
如
分
、
ア
ビ
ス
タ

講
師
岩
井
春
幸
ざ
ん
、
大
澤
恭
甫

芸
術
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業

ｂ
Ｄ
５
Ｆ
Ｐ
ｒ
し
げ
仏
』
卜
－
ｈ
Ｆ

Il

Il
lI
'I

1
II

さ
ん
、
斎
藤
恵
照
ざ
ん

対
象
小
学
１
年
生
か
ら
４
年
生
の
一
体

世

お
子
さ
ん
と
保
護
者
、
画
組
犯
人
一
日
時
・
場
所
９
月
砕
旦
士
）
壬
副

灘
窮
懸
蝦
熊
繼
一
露
僻
蝉
袴
棚
騨
雛
締

竈
え
鋤
心
鴎
灘
一
一
蝿
鰡
藻
蝋
淫

さ
み
か
工
作
ぱ
さ
み
、
ぞ
う
き
ん
作
る
こ
と
に
よ
り
、
交
流
を
深
め
る

申
し
込
み
・
圖
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
星
ア
ジ
ア
４
カ
国
を
予
定
）

ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
参
加
者
の
住
所
、
一
※
外
国
人
講
師
が
料
理
を
指
導
。

氏
名
、
学
年
、
学
校
名
、
電
話
番
号
対
象
高
校
生
以
上

を
明
記
し
、
８
月
知
日
（
必
着
）
ま
定
員
先
着
加
人

で
に
〒
２
７
０
１
１
１
６
６
我
孫
子
一
費
用
２
０
０
０
円
（
食
材
料
費
、

１
６
８
４
教
育
委
員
会
文
化
課
囲
７
一
一
保
険
料
）

蕊
鑿
蕊
謹
諦
蒸
凄
轆
蕊
謂

四
三
百
・
ｏ
巨
富
・
弓
へ
言
ｏ
９
ｌ
２
０
０
４
へ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
ｌ
‐
唯
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
ｊ
‐
Ⅱ
叫
叫
‐
Ⅱ
川
叫
１
１
１
－
Ⅱ
Ｍ
Ｉ
ｌ
ｌ
洲
叩
山
１
Ｍ
Ⅱ
吋
１
日
、
叩
‐
１
１
１
１
Ⅲ
ｌ
Ⅲ
川
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ
‐
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ⅱ
型

ざ
ん
、

対
象市

で
は
、
４
月
か
ら
岡
発
戸
・
都

部
の
谷
津
を
舞
台
に
、
昭
和
釦
年
代

の
農
村
風
景
の
復
活
を
め
ざ
し
た
谷

津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

第
３
回
目
の
自
然
観
察
会
の
テ
ー

マ
は
「
は
っ
ぽ
の
か
た
ち
」
で
す
。

親
子
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
。
集
合
場
所
８
月
型
日
（
土
）

午
前
９
時
狗
分
東
我
孫
子
駅
南
口
広

Ｉ
ｌ
ｌ
ド
４
１
ｒ

ｌ

■

｜
好
評で

すはっばのかたち‐ に
一

場
集
合
、
ｎ
時
沁
分
解
散
予
定
（
小

雨
実
施
・
荒
天
中
止
）

定
員
先
着
零
人

参
加
費
無
料

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
を
。

申
し
込
み
。
画
電
話
で
手
賀
沼
課

内
線
４
６
４
へ

※
開
催
の
可
否
は
、
当
日
午
前
８
時

か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
霊
７
１
８

５
１
５
０
０
０
、
コ
ー
ド
番
号
８
５

０
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

体熊君きます
ロ

電
話
で
手
賀
沼
課
。

■
■
ｂ
■
．
Ｌ
１
１

．
州
ｌ
瞬
恥
ｈ
Ｉ

ｌ
Ｉ

世界の料理

文芸だより
I 俳句一

」ぴあ 短歌 文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切
りは毎月20日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先〒270.1192(住所省略可)市役所広報室山本寛太選 竹内

唾
逵旦

も
ら

せ
な

勝
ち
名
の
り
資
ひ
て
帰
る
花
道
の
力
士
の
背
中
に
喜

び
あ
ふ
る

下
倉
ス
ズ
ヱ

ち
ま
た

独
り
居
公
職
櫻
迦
け
る
昼
す
ぎ
の
巷
は
狂
乱
ワ
ー
ル

ド
サ
ッ
カ
ー

産
瀬
正

台
風
の
近
き
に
あ
る
を
恩
は
す
る
風
ざ
わ
ざ
わ
と

木
々
の
葉
揺
ら
す
須
田
博

紙
癖
き
の
櫛
に
つ
や
め
く
水
ゆ
れ
て
波
た
つ
一
」
と
に

あ

和
紙
の
肌
生
る
津
村
阿
里

浅
草
の
ほ
ほ
づ
き
市
に
客
を
呼
ぶ
鉢
巻
き
娘
の
声
の

明
る
し

川
上
進
也

じ
っ
と
り
と
汗
に
ま
み
れ
乙
鯉
雌
か
千
草
刈
り
し
少

こ
↓
つ

年
の
頃

須
田
利
夫

し
γ
＄
ね
つ

サ
イ
パ
ン
の
灼
熱
ま
ぶ
し
街
路
樹
に
真
紅
に
燃
ゆ
る

花
炎
樹
の
花
小
林
光
江

薑
な
る
襄
に
蕊
夛
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
平
筆

な
な
そ
じ

齢
七
十
路
男
女
馬
場
千
鶴
子

令
袋
つ
ゆ
？
う
を
ひ
そ

炎
昼
や
目
の
な
き
魚
の
ご
と
潜
み
青
山
陽
子

し
よ
も
う
そ
、
う

は
に
か
ん
で
梅
酒
所
望
の
僧
若
き
今
井
岩
夫

は

緑
さ
す
痴
ほ
う
の
人
の
貼
り
絵
か
な
秋
葉
情

ろ
う
ね
ぎ
ほ
う
き
め
す
ず
め

老
禰
宜
の
箒
目
涼
し
朝
雀
川
上
進
也

終
車
降
り
急
ぐ
家
路
や
螢
と
ぶ
海
老
原
千
代
子

せ
み
ざ

初
蝉
や
ま
だ
覚
め
や
ら
ぬ
耳
に
目
に
渋
谷
多
佳
子

ぐ
ち

愚
痴
言
へ
る
人
ゐ
て
楽
し
之
混
み
平
塚
利
雄

蕊
に
鰐
し
萎
歳
霊
森
霊

七
月
下
旬
に
、
餓
峠
画
公
園
の
そ

ば
を
通
る
と
、
清
水
が
職
琴
劇
で
、

ヤ
マ
ユ
リ
が
白
い
花
を
開
い
て
い
ま

し
た
。
近
づ
い
て
カ
メ
ラ
を
向
け
る

と
、
強
い
芳
香
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。

奎
な
哀
の
溌
拷
は
、
赤

奮
論
疑
散
り
ぱ
め
ら
れ
、
花

被
片
の
中
央
に
は
黄
色
の
筋
も
見
え

ま
す
。
六
本
の
癖
し
べ
の
先
に
は
、

陣
店
Ｉ

い
い
心

ヤマ ユリ

(ゆり科）

赤
褐
色
の
花
粉
が
た
く
ざ
ん
つ
い
た

や
く

大
き
な
蒲
が
あ
り
ま
す
。
花
粉
は
衣

類
に
つ
く
と
な
か
な
か
落
ち
ま
せ
ん
。

め雌
し
べ
は
雄
し
べ
よ
り
長
く
、
先

端
は
粘
液
で
ぬ
る
ぬ
る
し
て
い
ま
す
。

花
哩
識
櫻
下
向
き
で
、
花
が
開
く

と
横
を
向
き
、
花
後
の
果
実
は
上
向

き
と
な
り
ま
す
。

雫
に
駒
劉
（
蕊
）
重
り
、

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

睡
蔑
の
嬰
曾
雲
定

裂
け
て
咲
き
ぬ
る
見
れ
ば
世
は
事

も
な
し
」
若
山
喜
志
子

山
に
自
生
す
る
ユ
リ
は
、
関
東
で

は
ヤ
マ
ユ
リ
が
、
関
西
で
は
サ
サ
ユ

リ
が
代
表
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

ユ
リ
の
花
言
葉
は
羅
建
だ
そ

う
で
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

ー一元

。

1

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

有
料
で
＊
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
一

ベ
ビ
ー
用
品
等
・
・
錨
引
奮
７
１
８

４
１
６
０
８
６

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

有
料
で
＊
囲
碁
の
道
具
：
・
金

子
冠
７
１
８
２
１
３
３
９
４
－

申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
援
一

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一

》
鮴
騨
鯛
郷
識
塑

コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取
一

り
敏
っ
画
聯
は
、
日
用
雑
貨
等
一

の
耐
久
消
鎧
財
で
す
。
衣
類
、
一

自
動
車
、
生
き
物
は
取
り
扱
い
一

ま
せ
ん

間
ふ
れ
あ
い
工
房
霊
７
１
８
－

６
１
５
５
０
０

可
Ｉ

不用品

情報

ー

L

人回と世篇数(8月1日現在）⑦人口129,417人外国人843人／己世帯数48,608世帯厩“この広報紙は100％再生紙．大豆インクを使用しています


